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研究成果の概要（和文）：近年急速に個体数を減らしているオオセグロカモメは、漁業廃棄物や残飯などの人工
餌をよく利用する。一般に栄養価が低い人工餌への強い依存は本種の繁殖成績を低下させる可能性があるがその
影響はよくわかっていない。本研究では、GPS追跡と繁殖モニタリングを併用し、本種の人工餌の利用が繁殖に
及ぼす影響について個体レベルで明らかにした。本種は漁港や水産加工場などの人工環境で採餌した場合、巣を
出発してから餌を巣に持ち帰るまでの時間が長く、持ち帰る餌の重量と栄養価は少なかった。これらの結果よ
り、本種が人工環境を利用すると、給餌効率が低下し、潜在的に繁殖成績が低下することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Slaty-backed gulls whose population is rapidly decreasing in recent years, 
often use artificial diets such as fisheries or human garbage. In general, a strong depnedent on the
 artificial diets with lower energetic values may reduce the breeding performance of this species, 
but its effects were not well understood. In this study, GPS tracking and breeding monitoring were 
conducted  to clarify the effects of the dependent on artificial diets of this species on breeding 
performance at the individual level. When individuals foraged in an artificial environment such as a
 fishing port or a fisheries processing plant, it took a long time from departure the nest to return
 back to the nest with diets, and the weight and energetic value of the diets was small. These 
results indicated that the feeding efficiency is reduced and the breeding performance is potentially
 reduced when individuals forage the artificial diets.  

研究分野：生物資源保全学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人間活動を起源とする餌資源が野生動物に及ぼすインパクトの解明は世界的な課題となっているが、実証的研究
は少ない。本研究ではオオセグロカモメを対象としてGPS追跡と繁殖モニタリング調査を併用することで、漁業
廃棄物や残飯などの人間活動起源の餌の利用が潜在的に本種の繁殖に負の影響を及ぼし、個体数減少の一因にな
り得ることをはじめて明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 減少する生物資源の保全のためには、減少をもたらす要因をつぶさに解明しその要因を適切
にコントロールすることが不可欠である。オオセグロカモメはここ 20 年ほどでその生息数
を 70～80%も急減させている 1)。 
 

(2) 本種の減少は外来捕食者の増加や営巣環境の喪失など様々な理由にもよると考えられてい
るが、近年の環境利用と食性の変化が本種の主要な減少要因と指摘されている。カモメ類は
漁業廃棄物や人間からの給餌など人工餌をよく利用するが、近年天然餌の減少にともない漁
港や都市部において人工餌をより多く利用するようになったと指摘されている 2)。カモメに
とって人工餌は比較的入手しやすい可能性があるものの、その栄養価は天然餌に比べて低い
場合が多いため、人工餌への強い依存はカモメ個体数減少の一因になり得ると指摘されてい
る 3)。しかしながら、人工餌がカモメの繁殖や生残に及ぼす影響を評価した研究はこれまで
十分に行われていない。 

 
２．研究の目的 
人工餌がカモメ類へ与えるインパクトの適正な評価や今後の影響予測のためには、カモメが
人工餌をどの程度利用しているのか、その結果として個体の繁殖成績がどう変わるのかについ
て個体レベルで解明する必要がある。繁殖期において、人工餌の利用はヒナへの給餌量やエネル
ギー価を増減させ 6)、繁殖成績に直接的に影響する。本研究の目的は、オオセグロカモメ減少の
主要因と指摘されている人工餌の利用について、その利用度と繁殖に及ぼす影響について個体
レベルで解明することである。 
 
３．研究の方法 
本研究は 2019 年~2021 年に北海道利尻島のオオセグロカモメ営巣地にて実施された。毎年 4
～7月に現地におもむき、以下の 2項目を実施した。 
 
(1) GPS記録計による個体追跡 
繁殖期に営巣地でオオセグロカモメを毎年捕獲して小型のGPS記録計を背中に装着した。
この記録計では個体の位置が 5 分間隔で記録された。記録計には太陽電池が搭載されてお
り、最長で 2年間駆動した。個体の滞在時間と移動速度から採餌場所を特定し、人工環境の
利用程度（漁港や廃棄物処理上、都市部での採餌頻度）を調べた。 
 

(2) 繁殖行動のモニタリングと給餌効率の推定 
捕獲した個体の産卵日、産卵数、ヒナの数と成長速度を記録し、繁殖投資量と繁殖成績を
追跡した。ヒナへの給餌行動の観察と吐き戻し採集を行い、給餌物中に人工餌がどれほど含
まれているかを調べた。 
また、GPS記録計装着個体の給餌行動を観察し、給餌物の種類を特定し、嘴の大きさと比
べた際の相対的なサイズから重量を推定した。既存データを用いて給餌物の栄養価を算出し、
餌を得るまでに要した時間あたりの給餌栄養価を「給餌効率」として推定した。 

 
４．研究成果 
(1) 野外調査 
毎年北海道利尻島において野外調査を実施し 2019年には 11個体、2020年は 0個体、2021
年は 9個体のオオセグロカモメを捕獲し GPS記録計を装着した。2019年は記録計の装着の
みで繁殖行動のモニタリングは実施しなかった。2020 年には新型コロナウィルス感染拡大
にともなう緊急事態宣言発出のため、ごく短期間の調査のみの実施可能であった。この年に
は新たな記録計の装着はできなかったが、前年に記録計を装着した 1個体の給餌行動と繁殖
行動のモニタリングを実施した。2021年に装着した GPS記録計 9台のうち 4台は記録計の
初期不良のためデータの取得はできなかった。正常に記録計が稼働した 5個体について、給
餌行動と繁殖行動のモニタリングを実施した。2 年間で合計 6 個体からのべ 58 回の給餌ト
リップ（巣を飛び立ち餌を持って巣に戻るまでの移動）データを得た。 

 
(2) 人工環境利用 
全個体の給餌トリップ中の滞在場所（時速 15km以下の測位点）のうち、70～90%が漁港、
水産加工場、あるいは民家などの「人工環境」であり、残りは海上などの「自然環境」であ
った。給餌トリップ中に最も長い時間滞在した場所をそのトリップでの「採餌場所」とし、
採餌場所が自然環境のトリップを「自然トリップ」、人工環境のトリップを「人工トリップ」
と定義した。全 58トリップのうち人工トリップは 30回であった。本種は自然トリップでは



主にイカナゴやニシンを採餌し、人工トリップではマフグ、カジカ類、ナマコなどの漁獲物
または漁業廃棄物、あるいは焼きサケなどの残飯を採餌した。 

 
(3) 給餌効率 
給餌行動を観察した 2020、2021
年両年において、人工トリップの
トリップ長（巣を出発してから餌
を巣に持ち帰るまでの時間）は自
然トリップよりも長かった（図 1）。
人工トリップで持ち帰った餌の重
量と栄養価は、自然トリップで持
ち帰った餌よりも 30～50%少なか
った。これらの結果より、本種が人
工環境を利用すると、給餌効率が
低下することが推察された。 

 
(4) 人工環境利用が本種の繁殖に及ぼす影響 
繁殖モニタリングの結果、GPS記録計を装着した全ての個体は繁殖に失敗した。GPS記録
計を装着していない 42 巣を対象に繁殖モニタリングを実施したところ、70%以上の巣が繁
殖に失敗した。繁殖失敗の原因はカラスによる卵やヒナの捕食、卵の未孵化、巣内での原因
不明のヒナの死亡等であった。その巣における人工トリップの割合は繁殖成功か失敗かに無
関連であった。 

 
(5) 海鳥の減少原因の究明と今後の課題 
本研究では繁殖成功に及ぼす直接的な影響は検出されなかったが、オオセグロカモメの人
工環境への強い依存は給餌効率を低下させることで潜在的に繁殖成功率を低下させること
が推察された。それにもかかわらず本種が高い割合で人工環境を利用する理由は不明であっ
た。本研究では親鳥自身の餌とヒナへの給餌物を区別できていない。人工環境における採餌
は、親鳥自身の餌の獲得効率が高い可能性はある。また、本研究では平均すると人工トリッ
プで獲得した餌は自然トリップよりも栄養価が低かったが、餌種ごとに見れば焼きサケ等の
栄養価は自然トリップで得た餌よりも高かった。人工環境ではこうした高栄養価の餌がまれ
ではあるが獲得できるために、本種がよく利用するのかもしれない。今後、漁港などの人工
環境における観察により、親鳥自身の獲得餌の栄養価や採餌効率をより詳細に明らかにする
必要があるだろう。 
近年、オオセグロカモメのような大型カモメ類は日本だけでなく世界的にも減少している

4)。国外においては、近年カモメ類が都市部などの人工環境をよく利用するようになってい
ることが GPS追跡により明らかになりつつある 5)。しかし、そうした人工環境の利用がカモ
メの繁殖や生残に及ぼす影響は詳しく検証されておらず、人工環境への依存と近年の個体数
減少との関連は明らかではなかった。本研究では GPS 追跡と同時に詳細な繁殖モニタリン
グ調査を行うことで個体の人工環境利用が繁殖に潜在的に負の影響を及ぼすことを始めて
明らかにした。こうした負の影響があるにも関わらずオオセグロカモメが高い割合で人工環
境を利用していたことは、本種にとって人工環境は「エコロジカルトラップ」として機能し、
その高頻度の利用は本種の個体数減少の一因になっている可能性がある。今後、より長期的
なモニタリングを実施し、本種の人工環境への依存と個体群動態をの関連を明らかにする必
要がある。 
人間活動を起源とする餌資源が野生動物に及ぼすインパクトの解明は世界的な課題とな
っている 3)。海鳥においてはとくに漁業廃棄物への依存が注目されており、近年の GPS追跡
調査により、繁殖期の海鳥個体がかなり高頻度に漁業廃棄物などの人工餌を利用しているこ
とが明らかとなっている 6)。アホウドリでは人工餌を利用すると天然の餌を利用した時に比
べてヒナへの給餌量が増すことが示されている 7)。一方、本研究では、人工餌の利用が潜在
的に海鳥の繁殖に負の影響を及ぼすことが示唆された。人工環境への依存が海鳥の生残や繁
殖に及ぼす影響は、種や地域により異なる可能性がある。海鳥による人間活動への依存が個
体数の増減に及ぼす影響については、今後さらに多くの種や地域での研究が必要である。 
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